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福井大学研究シーズデータ 
 

名前・学部・学科等  中田隆二・教育地域科学部・理数教育講座（化学教室） 

研究情報の分類 □シーズ  □特許  □新製品  ■分析/解析  □調査 

研究分野の分類 ３ 

以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 

1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 

8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  

14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    

重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ □ バイオ ■ 環境・エネルギー □ その他 

キーワード(5 個以内) 電気化学分析 質量分析 フロー分析 環境試料  

研究情報の名称 各種分析手法を用いた環境試料等の分析と新規分析手法の開発 

概要 

 水や有機溶媒中における，各種物質の解離平衡・錯生成平衡・酸化還元平衡反応について，特に電

気分析化学的手法を用いて検討を進めてきた。最近は，これらの化学的現象(反応)を，エレクトロス

プレーイオン化質量分析法を用いて観察すべく，新しい試みを進めている。これら各種分析法を駆使

して，水質分析をはじめとした，主に環境試料を対象とした分析法に関する研究も手がけている。ま

た，各種合成物や天然素材について，ガス透過能や汚染物質の吸着能と言った，物性・機能評価につ

いての企業からの相談にも応じている。 

 

 

 

 

   

      ＜依頼者＞         ＜大学＞ 

グラフィカルな社会還元までのチャート 

関連している企業・大学・団体等 現在は特になし 

関連する特許 1件  

関連する論文 1編  

 

研究室で利用可能な各
種分析手段等 

フロー電解・膜分離，
電気化学的分析法， 
各種スペクトル測定，

質量分析法 

従来の分析手法の改良・ 

新規分析法の開発 

企業等が抱えている
課題及び解決すべき
問題点、分析すべき
試料等 

創出を企図
する新しい
技術、物質、
知識 

シーズ 

各種測定用 
試料・材料 

電気分析化学的手法 
各種スペクトル測定 
質量分析 
その他の分析法 

元素分析 
機能評価 

従来から研究室で有
したり，確立されてき
た技術または科学的

基礎知識 

シーズ 

 新しい機能を
もった材料・商
品の改良・開発 


